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冬　の　夜　の　星

リク天平豪　　クリフオド・E・ス亀ス博士

　北天の星塞では夏よりも冬の方がすっと明るい星の輝くのは周知の事であ

る．之は冬の温度が低いせV・にする者があるが，勿論温度とは何の關係もな

い．自然は冬室を斯檬に備へて呉れたので，本統に冬の星斗は最も見事だと謂

へる．誰でも星の美を感じる・やがてカリフオル＝やの春ともなれば，初めて

嘆く黄金色の懸粟や東部，北部合衆國の董や駒鳥を漱迎する如く，腕り來る友

として，四季の推移と共に再現して出る星の名を呼び迎へる事が出來る喜悦は

更に大きなものである・先づ冬の宥察を飾る明るい星や著しV・星座の槽顔を干

して，敷喜を夏に頒ち憎い．

　fK・てJ一二月1日の宵の20時頃に北緯の眞中に現れる夜塞を仰いで見よう．

　最初に南を向いて立つ・頭を少し動かすと南の空全艦が見える．星の行列の

美は筆舌に准し難V・．頭の眞上には，星塞の共の邊りでは最：も明るい明るいカ

ペラ星で飾られた駅三座が見える・カペラほ寧ろ規則正しい五明形或は月と太

陽の直裡の20－30倍に等しい（大熊座の指極星の冊子の約2，3倍の距離）避を

イfする五邊形を描く五つの星群の…つである事に氣附く．此の星群の最南し星

（’卜座σ）β）は本統は此の星座の一部分ではないが・自然に一一・＊Kに集って居る．

fll∫ほ此の星座で11立つのは比較的カペラに近く，…：方へ延びた三角形を描くヨ

つの薄光星である。カペラに一番近いのは平臥のεで・長週期食攣光星（週期

約27年）として著明である．

　星塞の南部全腱を支配するのは光輝あるオリオンの星座であって，之は星座

の内で最も美はしく，恐らく一番お馴染みの星座である・此の時刻には，オリ

オンの大四角形は上方の隅にある明るい赤道のべテルギウズ星から，殆んど門

下のすっと明るい青みがかった白色のリゲル星まで斜めに据がつて居る．特に

有名なのはベテルギウズとリゲルとの約転分離れた所に等しい聞隔で，殆んど

同じ明るさの三つの美しい青みがかった白色星が四角形の中に一列となって居

る．之は「オリオンの帯」を描いて居る・リゲルは明白に一番明るいが，相手

のペテルギウズの殆んど3倍の距離にある．然し爾星共本來は太陽よりも極め
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て回るV・（ペテルギウズは1千倍，リゲルは1萬8千倍である）．ベテルギウズ

は有名な赤色亘星で，實際に直径が測定された星として特に興味がある．此の

畢均直門は太陽の約4百倍帥ち3億5千萬哩である．若し此の星と我が太陽と

を置きかへられるとすれば，地球と月は共に其の内部に隠れて了ふ・

　次に此の帯の眞中の星の下，月の直径の10倍の所に，三つ星が月の直径の

約2倍離れ，下方を指示して一・列になって居る．此の星群は「オリオンの劒」

として知られて居る．3く其の眞中の星が，肉眼には寧ろ微かな雲状に見えるの

は有名な「オリオン大星霧」である．共の他此の星座には約25ケ理り微光星が

見えて居る．今度はオリオンに綾く東南の方，「猟犬」を振り向く・大犬座は比

較的近くにあって，オリオンの帯の星と殆んど一一■直線にある全天で一番明るい

シリウスに支配されて居る・シリウスの光度は太陽，月，金星及び木星だけに

劣って居る．小犬座は東天に高く，遠隔にあって，同律者の大犬座の如く，明

るいプロシオン星に支配されて居る．プロシオンは西の方，幾分上方に一つの

微光星を件って，シリウスとペテルギウズと加へて，一つの大きな，殆んど等

邊三角形を描いて居る．シリウスとプロシオンは各々約8光年と10光年の距離

にあり，叉吾々と最近の隣星で，共に微光件星を二つ二重星である．だが此の

伴星は極めて微光でそれ相當の望遠鏡がなくては見られない・叉此の二つの明

星は白色媛星であり，之がある爲に主星の運動は週期的な不規則さを示して，

焚見前に早くも件星の存在を豫言されて居たのは一贋興味が深い．

　東天にはプロシオンのすっと上の方，やS左方には双子座の双子星カストア

とボルクスがある．丁度東天に現はれて未だ地準線上低い所に，獅子座の明る

いレグルス星がある．

　荷ほ南を向いて，今度は少し理り西を振向くと，牛座にヒヤヂスとプレヤヂ

スの名で三下より知られて居る二つの星群がある・共に星室に高く，駅者とオ

リオンの右にあり，滅多に見失ふ恐はない．蓋しヒヤヂスは低い側の一番端に

ある「牛の眼」と呼ばれる赤色のアルヂパラン星と共に其の側tcあって，東方

に開いて居る「V」に似て居る．プレヤヂス即ち「七人の姉妹」はヒヤヂスの

少し上O．方，西にあって，紳話や丁丁で周知のものである．然しヒヤデスは近

代の天丈學者にとっては極めて興味深いものがある．街ほアルヂパランも赤色



100 冬　の　夜　の　擢 X昇　M4

五星（半半約4千萬哩）である．

　今度は西方を向く．駁者座の下，少し許り北に欝って，籐り口立たなV・が，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　セハンペルセウスが見える・之はプレヤデスに向つた底と花押「A」の様な形をして

居る．西の方，下方近くに當って，既知の最も顯著な明るv・攣光星で「悪魔星J

と呼ぶアルゴル星がある．叉小望遠鏡で見られる最も周立つものとして，イ∫名

な「ペルセウスの二重星團」が此の星座にある．之は肉眼には「A」の与国の

西北に，月の約14－15倍に披がつた淡V・荘とした撮がりが見られる．ペルセ

ウスの下の方，西北に経って，共の側に「K」頂黛は「W」の形をした五つの星

の一群がある．之は普通「椅子」の名で知られて居るカシオペヤ座である．西

北に低く，カシオペヤの下に當って「白鳥」座の中に明るいヂネブ星がある・

ヂネブはリゲルやベテルギウズの如く，超亘星で極めて明るく，太陽の1萬倍

の光荘を放つ．

　今度は北を向くと，丁度西北に昇って來るプレヤデスの如く布名な星座が見

える．之は大熊座の北斗七星である・此の星座はカシオペヤの如く，他の多

くの星座に異って，別様の緯度では年中見られるし，北牛球では何ltl：紀もの聞

海陸共に族人に知られて來疫．蓋し共の二つ星は「北極星」と共に周知のもの

である．之は「指極星」であって，北斗の杓の外側にある二つ星である・此の

星を線で繋ぐと星室の其の遊にある唯一の明るい星である北極星の近くを通過

する．此の頃では杓は昇って，柄は地平線を向いて撮がつて居るし，三つの星

は柄を作って居る・柄の屈曲にあるミザルと呼ぶ星は漫然と槻帰する者にとっ

ては，全天で最も魅惑なもの㌧一・つである・北方に近く（月a）直穫よりもや」

小骨圃）肉眼で丁度見える，淡いアルコア星がある・ミザルは共れ白龍美しい

二重星で，小粋遠鏡でもよく分離出來る．分光器に刷れば，アルコアも二軍星

で，ミザルの等星もそれぞれ二重星である．結局ミザルは實際は四つの星，ア

ルコアは二つの星から成って居る事になる．

　少くとも，国議の話をすると銀河の事を話さない課には行かない．銀河は夏

程顯著ではないが，月のない夜であると，駅者座からカシオペヤ吋ミにかけて星

察を東南から西北の白鳥のデネブ迄損がつて居る淡V・荘とした光荘の流れとし

て容易に見られる・（佐登見鐸）


